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仲
二
○
二
一
年
県
本
部
大
会
は
中
止

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
に
引
き
続

き
県
本
部
大
会
は
中
止
と
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
．
こ
の
た
め

に
一
年
間
の
総
括
と
次
年
度
の
方
針
、

決
算
と
予
算
、
理
事
構
成
に
つ
い

て
県
本
部
理
事
会
に
て
討
議
、
承

認
を
行
う
と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
‐

②
大
会
議
案
の
討
議

最
初
に
事
前
に
各
理
事
に
送
付
し

て
い
た
議
案
の
討
議
に
入
り
．
事

務
局
長
よ
り
各
項
目
に
つ
い
て
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
学
習
一
の

項
目
に
つ
い
て
弘
前
支
部
よ
り
支

部
の
学
習
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

こ
の
点
を
議
案
に
追
加
し
「
総
括
と

二
○
年
度
が
二
二
七
六
筆
（
七
○

７
月
卯
日
（
金
）
青
森
市
ふ
れ
あ
い
一
方
針
一
を
了
承
し
ま
し
た
。
そ
の
後

○
○
篭
目
標
の
剥
％
）
の
到
達
に

の
館
に
て
県
本
部
第
４
回
理
事
会
を
一
一
決
算
と
予
算
一
「
役
員
・
理
事
体
制
一

開
催
＆
支
部
か
ら
腔
名
の
理
事
が
一
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
理
事
会
体
制
一
藥
裟
阯
蕊
駝
謬
齢

参
加
（
一
二
八
支
部
は
欠
席
）
し
ま
し
た
。
一
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
今
年
度
を
↑
こ
と
を
具
体
的
に
進
め
る
こ
と
か

側
二
○
一
二
年
県
本
部
大
会
は
中
止
一
番
の
近
道
で
あ
る
こ
と
」
を
確

引
き
継
ぐ
こ
と
一
ご
了
承
さ
れ
ま
し
た
．
一

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
に
引
き
続

側
理
事
会
議
案
の
討
議

一
認
し
ま
し
た
。
弘
前
支
部
か
ら
署

き
県
本
部
大
会
は
中
止
と
せ
ざ
る
名
目
標
を
一
五
○
○
筆
（
現
在
》
一

．
会
員
拡
大
の
件
で
は
こ
の
一
年
間

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
．
こ
の
た
め

で
会
員
数
が
前
年
度
を
下
回
っ
た
一
○
○
○
筆
）
に
し
た
い
と
の
提
案

に
一
年
間
の
総
括
と
次
年
度
の
方
針
、
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
こ
こ
数
年
来
一
が
あ
り
了
承
し
ま
し
た
．

率
韓
桂
綜
》
雲
睾
嘩
認
識
謎
つ
熱
一
誼
榊
一
玉
珪
痙
畦
症
錘
助
詞
翻
唖
緬
一
側
そ
の
他

認
を
行
う
と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
。
｜
雛
瀬
誌
津
詑
遠
忌
一
☆
鰯
湖
辨
鋤
蛎
蛎
蝿

②
大
会
議
案
の
討
議

羅
諏
鐇
呼
嚥
評
蹄
》
》
舜
峠
鋤
呼
口
塾
一
一
珪
梺
諦
椹
》
》
函
恥
恥
》
、
左
★
墨
諦
》
謡
詮
梱
罪
蹄
締
鐸
脚
罷
膿

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
学
習
一
の
一
誕
眺
蓉
鄙
仙
北
図
詫
栖
嵯
喧
獅
獣
一
躰
職
硫
非
板
密
湫
帥
痙
勃
蔀
割
備

項
目
に
つ
い
て
弘
前
支
部
よ
り
支

部
の
学
習
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
う
こ
と
と
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。
（
翌
日
上
十
三
支

こ
の
点
を
議
案
に
追
加
し
「
総
括
と

部
か
ら
も
１
名
拡
大
の
錘
坐
ロ
あ
り
）
。
以
上
を
討
議
、
確
認
し
終
了
し
ま
し
と
。

｜
番
の
近
道
で
あ
る
こ
と
」
を
確

認
し
ま
し
た
。
弘
前
支
部
か
ら
署

名
目
標
を
一
五
○
○
筆
（
現
在
二

○
○
○
筆
）
に
し
た
い
と
の
提
案

が
あ
り
了
承
し
ま
し
た
．

側
そ
の
他

★
県
本
部
の
コ
ピ
ー
機
不
具
合
に
よ

り
中
古
を
職
入
、
各
支
部
に
カ
ン

パ
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。

★
弘
前
支
部
よ
り
弘
前
６
月
市
議
会

に
請
願
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
結
果
は
総
務
常
任
、

本
会
議
に
て
否
決
。
こ
の
反
対
意

見
等
に
つ
い
て
支
部
で
学
習
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

以
上
を
討
議
、
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

’同
盟
県
本
部
第
４
回
理
事
会
を
開
催
一
塊
馴
煙
耀
鷆
鵠
霊

一
し
た
。

ｌ
‐
中
止
と
し
た
二
○
二
一
年
県
本
部
大
会
に
替
わ
り
議
案
を
討
議
・
承
認
“
◎
国
会
請
願
署
名
に
つ
い
て
は
二
「
）

’
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七
割
が
森
林
。
そ
の
森
林
大

国
日
本
が
自
然
災
害
に
も
ろ
い
国
土
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
．
根
底
に
国
有
林
の
無
計

画
無
秩
序
な
森
林
の
伐
採
が
あ
る
．
伐
採

後
の
山
林
の
手
入
れ
は
放
棄
に
等
し
い
．

自
然
豊
か
な
下
北
半
島
な
ど
と
は
大
昔
の

話
。
奥
地
奥
山
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
◆

私
の
居
住
す
る
裏
山
国
有
林
の
こ
と
だ
が

流
れ
る
小
さ
な
沢
の
麓
に
土
石
流
災
害
防

止
と
し
て
ダ
ム
が
造
ら
れ
た
．
五
年
前
に

は
戦
後
植
林
さ
れ
た
こ
の
裏
山
の
杉
を
伐

採
．
機
械
に
よ
る
木
材
搬
出
で
山
肌
は
西

瓜
模
擬
の
如
く
削
ら
れ
て
地
面
が
露
出
．

無
残
な
容
姿
と
な
っ
た
。
更
に
こ
の
伐
採

跡
地
に
営
林
署
は
引
き
続
き
保
水
力
の
劣

る
杉
を
植
え
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
．
こ
れ
で
は
人
命
を
守
れ
ず
集
落
も

危
な
い
．
私
臆
六
年
前
最
儲
の
議
会
で
保

水
力
の
あ
る
広
葉
樹
へ
の
施
業
方
法
に
切

り
替
え
る
べ
き
だ
と
計
画
の
変
更
を
求
め

た
；
結
果
的
に
十
五
・
六
○
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
四
年
事
業
で
ブ
ナ
三
万
本
が
値
栽
さ
れ

た
。
今
、
青
々
と
育
っ
て
い
る
◆
も
う
け

本
位
で
国
有
林
野
事
業
を
匿
開
し
て
は
駄

目
だ
と
い
う
こ
と
を
自
公
政
権
に
言
い
た

い
の
で
あ
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
馬
耳
東

風
だ
ろ
う
。
森
林
の
活
性
と
人
間
生
活
は

表
裏
◆
〃
洪
水
よ
我
が
云
き
あ
と
に
き
た

れ
〃
は
許
さ
な
い
。
さ
あ
総
選
挙
だ
。

（
Ｆ
北
・
工
藤
孝
夫
）

山妻造
◆
静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し

た
土
石
流
災
害
の
映
像
が
連

日
テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
て

い
る
．
様
々
な
原
因
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
が
森
林
と
の
因

果
関
係
は
ど
う
な
の
か
究
明

が
必
要
だ
◆
日
本
は
国
土
の
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－

、
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
青
森
県
本
部
鐵

蕊
二
○
二
一
年
第
弛
回
大
会
決
議
腿

、
圖
閨
鬮
圓
］

（
目
的
・
意
義
）

☆
国
会
決
議
を
勝
ち
取
る
た
め
の
最
大
の
行
動
（
第
二
の
参
政
権
）

☆
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
」
の
制
定
を
め
ざ
す

川
国
賠
同
盟
の
目
的

（
国
賠
同
盟
が
掲
げ
る
基
本
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

①
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
す
な
！

②
皿
世
紀
を
平
和
と
人
権
の
世
紀
に
！

③
「
闘
い
と
抵
抗
の
歴
史
」
を
語
り
、
復
権
を
！

（
「
国
」
に
対
し
て
の
請
願
内
容
）

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認

め
る
こ
と

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、
賠
償
を
行
う
こ
と

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
内
容

を
公
表
す
る
こ
と

（
国
賠
同
盟
活
動
の
基
本
）

（
二
つ
の
運
動
目
標
）

①
治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
に
対
す
る
国
の
謝
罪
と
賠
償
の
実
現

②
治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
が
憲
法
の
平
和
と
民
主
主
義
の
礎
を
築
い

た
功
績
の
顕
彰
措
置
を
実
現

（
四
つ
の
活
動
の
基
本
）

①
二
○
二
○
年
代
の
早
い
時
期
に
数
万
人
の
会
員
を
擁
す
る
同
盟
め

ざ
し
会
員
の
拡
大
と
支
部
結
成
を

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

①
二
○
二
○
年
度
の
署
名
目
標
は
各
支
部
の
目
標
を
合
算
し
七
○
○
○

筆
に
変
更
。
二
○
二
○
年
九
月
の
県
本
部
理
事
会
に
て
各
支
部
ご
と

の
自
主
目
標
が
出
さ
れ
こ
の
数
字
を
目
標
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
「
不
屈
通
信
一
な
ど
で
繰
り
返
し
要
請
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
署
名
到
達
は
二
二
七
六
筆
（
犯
・
５
％
）
と
な
り
目
標
未

達
成
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
二
○
一
三
年
以
降
の
署
名
到
達
数
）

二
○
一
三
年
度
六
○
九
五
（
布
％
）
目
標
八
○
○
○

二
○
一
四
年
度
五
二
六
（
“
％
）
〃

二
○
一
五
年
度
五
四
九
三
（
的
％
）
〃

二
○
一
六
年
度
四
七
六
七
（
帥
％
）
〃

二
○
一
七
年
度
四
四
六
一
（
弱
％
）
〃

二
○
一
八
年
度
三
七
一
九
（
妬
％
）
〃

二
○
一
九
年
度
二
七
一
五
（
認
％
）
〃

二
○
二
○
年
度
一
三
七
六
（
詔
％
）
目
標
七
○
○
○

全
国
合
計
は
九
八
○
○
○
筆
で
四
年
連
続
二
○
万
筆
を
割
り
、
二

○
二
○
年
度
は
一
○
万
筆
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
傾

’
1

二
○
’
一
○
年
度
の
活
動
と
一
一
○
二
一
年
度
に
む
け
て
の
方
針

’
1

’

｜

一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一句 一一一一 －
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側
諸
活
動
を
支
え
る
基
盤
の
確
立

⑧
組
織
力
の
強
化

★
会
員
拡
大
・
民
主
的
運
営
・
支
部
活
動
の
充
実
な
ど
の
強
化

★
「
女
性
部
一
の
組
織
強
化

★
「
青
壮
年
部
」
確
立
の
足
が
か
り
を

⑨
財
政
を
安
定
・
強
化
さ
せ
る
活
動

②
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
諸
活
動

①
国
会
請
願
署
名
活
動

②
地
方
議
会
請
願
活
動

③
顕
彰
．
語
り
つ
ぐ
活
動

④
国
賠
同
盟
を
多
く
の
人
々
に
知
ら
せ
て
い
く
活
動
（
街
宣
な
ど
）

⑤
学
習
活
動
（
同
盟
内
外
に
む
け
て
）

⑥
他
団
体
と
の
協
力
・
共
同
行
動

⑦
全
国
や
東
北
同
盟
と
の
連
帯
・
交
流

同
盟
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
の
成
功
（
同
盟
東
北
６
県
会
員
の
学

習
と
交
流
）

同
盟
全
国
女
性
交
流
集
会
の
成
功

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
二
○
二
一
年
度
の
署
名
目
標
に
つ
い
て
は
六
五
○
○
筆
と
し
ま
す
。

「
有
権
者
比
１
％
具
青
森
県
で
は
二
、
○
○
○
筆
）
の
中
央
目
標
を

め
ざ
す
こ
と
が
重
要
で
す
．
会
員
１
人
あ
た
り
二
○
名
の
目
標
と
な

り
ま
す
．
署
名
数
減
少
の
流
れ
を
ど
う
打
開
し
て
い
く
の
か
の
検
討

を
全
支
部
で
取
り
組
み
、
全
会
員
が
参
加
す
る
取
り
組
み
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
に
全
力
を
上
げ
ま
す
。

②
署
名
内
容
を
も
う
一
度
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
署
名
要
求
項
目
と
現
在

の
「
戦
争
法
廃
止
一
「
共
謀
罪
廃
止
三
憲
法
守
れ
」
の
運
動
と
の
関
連

を
深
め
る
こ
と
が
今
後
の
署
名
活
動
の
進
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
Ｉ
１
Ｉ
Ｆ
ｌ
ｌ
Ⅱ
■
０
１
山
１
４
１
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
９
Ｉ
Ｌ
Ⅱ
Ｊ
１
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
■
ｌ
Ｉ
６
ｌ
９
■
０
０
１
８
■
日
日
■
■
Ⅱ
■
も
Ⅱ
ｑ
０
■
Ⅱ
■

２
、
地
方
議
会
請
願

⑤
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
■
０
０
０
０
１
１
８
Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ⅱ
９
Ⅱ
■
９
■
Ⅱ
０
０
１
１
１
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
１
６
Ｉ
４
Ｂ
Ｉ
Ｉ
・
’
１
０
１

向
は
青
森
県
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

○
署
名
を
集
め
る
行
動
は
国
賠
同
盟
を
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
も

ら
う
重
要
な
役
割
で
す
．

○
署
名
を
集
め
て
く
れ
る
協
力
会
員
数
、
署
名
集
約
数
が
少
な
い
と

い
う
大
き
な
課
題
を
ど
う
克
服
し
て
い
く
か
、
四
四
○
名
の
会
員

の
力
を
ど
う
発
揮
し
て
も
ら
う
か
の
具
体
化
を
検
討
し
実
行
し
な

い
限
り
展
望
は
開
け
ま
せ
ん
．

②
二
○
二
一
年
国
会
請
願
行
動
は
五
月
十
二
日
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
中
９
都

道
府
県
六
四
名
の
参
加
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
（
青
森
は
不
参
加
）
。

総
選
挙
で
同
盟
の
要
求
に
賛
同
す
る
紹
介
議
員
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

（
目
的
・
意
義
）

☆
「
国
会
決
議
」
を
勝
ち
取
る
う
え
で
地
方
か
ら
の
決
議
は
大
き
な
力

②
国
会
請
願
署
名
自
主
目
標
達
成
と
す
べ
て
の
地
方
議
会
で
の
意
見

書
採
択
の
運
動
を

③
犠
牲
者
等
の
発
掘
と
名
簿
化
・
顕
彰
し
そ
の
成
果
を
「
歴
史
の
記
憶

遺
産
」
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く

④
会
費
・
募
金
の
強
化
な
ど
中
央
・
県
・
支
部
の
諸
活
動
を
支
え
る
財

政
の
確
立

I
－



1989年5月8日第三種郵便物認可 月刊不屈付録 NO350 (4)2021年8月15日(5) 2021年8月15日 1989年5月8日第三種郵便物認可 月刊不屈 付録 NQ350

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
全
支
部
で
地
方
議
会
請
願
行
動
に
取
り
組
む
こ
と
。
一
つ
の
成
功
例

は
全
国
・
県
へ
の
大
き
な
励
ま
し
に
な
り
ま
す
。
ま
た
採
択
に
至
ら

ず
と
も
議
会
議
事
録
に
残
り
ま
す
。

②
請
願
行
動
を
多
く
の
支
部
会
員
で
取
り
組
む
（
学
習
・
資
料
作
り
・

議
員
へ
の
要
請
行
動
な
ど
）
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
運
動
で
あ
り
力

と
な
り
ま
す
．
支
部
全
体
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

③
県
内
全
市
議
会
へ
の
請
願
を
引
き
続
き
お
こ
な
う
よ
う
計
画
を
つ
く

り
実
行
に
移
し
ま
す
．
ま
た
青
森
県
議
会
へ
の
提
出
を
検
討
し
ま
す
。

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

国
賠
同
盟
は
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
」
（
仮
称
）
を
成
立
さ

せ
る
国
会
決
議
を
め
ざ
し
て
お
り
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
地
方
議
会

で
の
請
願
行
動
・
採
択
は
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

二
○
二
○
年
十
二
月
十
七
日
西
北
支
部
が
五
所
川
原
市
議
会
に
提
出

し
て
い
た
同
盟
請
願
が
皿
：
皿
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
．
二
○
一
九
年

六
月
の
同
盟
全
国
大
会
以
降
で
は
全
国
初
の
快
挙
。
西
北
支
部
結
成

以
来
毎
年
請
願
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
と
共
産
党
議
員
と
の
密
接
な
連

携
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

一

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

側
二
○
二
○
年
八
月
一
五
日
、
国
賠
同
盟
が
毎
年
お
こ
な
っ
て
い
る
終

戦
記
念
日
行
動
で
は
４
支
部
で
地
域
で
の
街
頭
宣
伝
（
東
青
・
弘
前
・

上
十
三
・
下
北
）
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
青
森
市
で
は
高
橋
千
鶴
子
衆

議
院
議
員
も
参
加
し
マ
イ
ク
を
握
る
な
ど
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
．

弘
前
市
で
は
二
ヶ
所
の
べ
十
七
名
で
パ
タ
パ
タ
つ
る
を
対
話
し
な
が

ら
手
渡
し
、
上
十
三
支
部
で
は
三
名
で
六
戸
町
、
お
い
ら
せ
町
（
初
）
に

て
街
宣
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
下
北
支
部
で
は
下
北
９
条
の
会

と
共
に
街
宣
を
実
施
。
５
支
部
で
チ
ラ
シ
折
込
（
県
全
体
で
二
八
五
○

３
、
犠
牲
者
顕
彰
と
語
り
つ
ぐ
活
動

（
目
的
・
意
義
）

☆
侵
略
戦
争
と
大
弾
圧
の
時
代
に
生
命
を
か
け
て
活
動
し
た
先
達
の
人
々

の
生
き
方
、
そ
し
て
そ
の
時
代
を
深
く
学
ぶ
こ
と

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

川
三
・
一
五
、
四
・
一
六
大
弾
圧
記
念
集
会

事
で
す
。
県
民
に
知
ら
せ
て
い
く
方
法
等
つ
い
て
検
討
し
来
年
以
降

も
充
実
し
た
、
よ
り
参
加
者
も
増
え
る
取
り
組
み
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
こ
れ
か
ら
も
過
去
の
侵
略
戦
争
と
弾
圧
に
関
わ
る
事
実
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
同
盟
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
闘
い
と
抵
抗
の
歴
史
」
を

語
り
伝
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
に
沿
う
テ
ー
マ
を
追
求
し
て
い
き

ま
す
。
特
に
青
壮
年
の
参
加
増
、
計
画
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
企
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
県
内
各
地
域
に
お
け
る
犠
牲
者
発
掘
・
顕
彰
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

支
部
に
よ
る
こ
の
活
動
を
支
部
活
動
の
メ
イ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
推

進
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
目
的
・
意
義
）

☆
「
国
賠
同
盟
」
の
存
在
と
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
し
て
も
ら

い
、
共
に
「
戦
争
反
対
」
の
行
動
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
る
（
同

盟
運
動
を
国
民
運
動
に
！
）

一一一一一－－－

－－－－

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
三
・
一
五
、
四
・
一
六
大
弾
圧
集
会
は
一
九
九
一
年
（
一
九
九
○
年
に
県

本
部
創
立
）
に
第
一
回
を
開
催
し
て
以
降
二
十
六
回
開
催
し
て
お
り
全

国
に
誇
れ
る
同
盟
の
「
先
輩
か
ら
託
さ
れ
た
宝
」
で
す
。
今
後
も
国
賠

同
盟
な
ら
で
は
の
講
師
を
選
定
し
一
○
○
名
を
超
え
る
参
加
者
で
成

功
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

②
「
相
沢
良
を
語
り
つ
ぐ
つ
ど
い
」
「
永
島
暢
子
墓
前
祭
」
は
顕
彰
活
動
と

し
て
県
同
盟
が
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
内
容
を
も
っ
た
行

枚
）
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

②
県
・
東
青
で
は
二
○
一
四
年
九
月
か
ら
毎
月
一
回
の
街
宣
を
実
施
、

二
○
二
一
年
三
月
の
行
動
で
七
六
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
コ

ロ
ナ
禍
」
に
よ
り
不
定
期
な
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と
賠
償
を
三
共
謀
罪
廃
止
三
改
憲

を
許
す
な
」
な
ど
を
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。
弘
前
支
部
、
上
十
三
支
部

（
２
ノ
加
小
林
多
喜
二
虐
殺
さ
れ
た
日
・
３
ｊ
賜
・
４
／
陥
・
８
ノ

喝
・
吃
ノ
８
）
で
も
決
め
た
定
例
日
や
記
念
日
に
街
宣
行
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
全
支
部
で
の
街
宣
の
実
施
・
定
例
化
を
目
指
し
ま
す

②
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
呼
び
か
け
と
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
ま
す

（
目
的
・
意
義
）

☆
同
盟
は
戦
争
・
抵
抗
・
弾
圧
の
実
態
を
広
く
深
く
知
り
．
学
び
．
伝

え
て
い
く
こ
と
が
原
点

☆
先
の
戦
争
を
学
び
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
自
公
政
権
と
闘
う
大
き
な
力

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

①
国
賠
同
盟
は
一
九
六
八
年
三
月
十
五
日
、
青
森
県
本
部
は
一
九
九
○

年
四
月
二
十
一
日
結
成
。
創
立
当
初
は
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪

と
賠
償
を
」
の
要
求
を
全
面
に
、
現
在
は
さ
ら
に
「
闘
い
と
抵
抗
の
歴

史
を
語
り
復
権
を
」
を
掲
げ
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
自
公
政
権
は
現

在
も
「
治
安
維
持
法
は
適
法
に
制
定
。
謝
罪
も
賠
償
も
必
要
な
い
」

四
月
開
催
を
目
指
す
県
同
盟
最
大
の
集
会
は
昨
年
に
続
き
二
年
連

続
で
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
県
本
部
結
成
三
○
周
年
事
業
も

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏
ま
え
開

催
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
第
弧
回
相
沢
良
を
語
り
つ
ぐ
つ
ど
い

「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
り
中
止
と
し
ま
し
た
。

⑧
「
永
島
暢
子
を
偲
ぶ
会
」
墓
前
祭
「
菊
の
花
忌
」

二
○
二
一
年
四
月
一
二
日
八
戸
市
大
慈
寺
の
永
島
家
墓
地
に
お
い

て
第
八
回
菊
の
花
忌
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
永
島
暢
子
は
旧
名
川

町
（
現
南
部
町
）
出
身
の
社
会
運
動
家
、
女
性
解
放
運
動
の
先
駆
者
で

す
。
永
島
暢
子
を
顕
彰
し
そ
の
遺
志
を
引
き
継
い
で
い
く
目
的
で
二

○
一
四
年
か
ら
毎
年
埋
葬
さ
れ
た
四
月
一
二
日
に
偲
ぶ
会
が
主
催
し

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
回
目
と
な
る
今
回
二
十
三
名
が
参
し
遺

志
の
継
承
を
誓
い
ま
し
た
。

側
治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
の
作
成

橋
本
副
会
長
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
心
血
を
注
い
だ
名
簿
は
二

○
一
八
年
六
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
二
九
五
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
同
盟
活
動
の
大
き
な
資
料
と
し
て
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

－
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（
目
的
・
意
義
）

☆
国
賠
活
動
全
般
に
つ
い
て
他
県
連
の
報
告
や
交
流
を
通
し
直
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
場

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

①
二
○
二
○
年
秋
に
福
島
に
お
い
て
開
催
予
定
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

集
会
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

②
二
○
二
○
年
九
月
十
五
日
仙
台
に
お
い
て
「
同
盟
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
各
県

交
流
会
議
」
が
お
こ
な
わ
れ
各
県
の
会
長
・
事
務
局
長
が
参
加
、
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
集
会
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
東
北
全
体
の
同
盟

運
動
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
「
二
○
二
一
年
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
、
福
島
一
に
全
支
部
か
ら
の

参
加
を
、
県
全
体
で
一
○
名
以
上
の
参
加
者
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
交
流
集
会
へ
の
参
加
を
支
部
役
員
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
会
員
に
呼

び
か
け
る
こ
と
、
こ
の
運
動
の
中
で
会
員
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
全
支
部
で
「
学
習
一
が
基
本
的
活
動
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
な
形
を
め

ざ
し
ま
す
。

②
「
出
張
出
前
学
習
会
」
の
開
催
要
請
を
民
主
団
体
に
再
度
働
き
か
け
て

い
き
ま
す

③
戦
争
体
験
や
侵
略
戦
争
、
弾
圧
と
抵
抗
の
歴
史
を
青
壮
年
層
に
伝
え

て
い
く
活
動
を
ど
う
具
体
的
に
作
っ
て
い
く
の
か
の
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
．
「
青
森
県
同
盟
学
習
テ
キ
ス
ト
・
資
料
一
の
活
用
も
検
討
し

て
い
き
ま
す

８
、
青
森
県
同
盟
の
組
織
強
化

７
、
国
賠
同
盟
東
北
ブ
ロ
ッ

☆
民
主
的
運
営
・
支
部
活
動
の
充
実
・
会
員
拡
大
な
ど

（
目
的
・
意
義
）

☆
「
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
の
道
」
を
め
ざ
し
暴
走
す
る
自
公
政

権
と
対
時
す
る
組
織
の
確
立

☆
過
去
の
侵
略
戦
争
・
国
民
監
視
と
弾
圧
に
向
き
合
う
唯
一
の
全
国

組
織

と
の
許
さ
れ
な
い
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
攻
撃
に
対
抗
す
る

に
は
「
歴
史
的
事
実
を
基
に
し
た
、
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
歴
史
認

識
」
を
「
学
習
」
し
多
く
の
人
々
に
知
ら
せ
て
い
く
活
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

②
各
支
部
で
の
様
々
な
学
習
活
動

○
東
青
支
部
会
議
で
は
月
一
回
の
定
例
理
事
会
時
、
主
に
情
勢
を
中

心
に
「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
や
「
前
衛
」
な
ど
を
使
っ
て
毎
回
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
．
十
二
月
十
五
日
に
は
「
種
ま
く
人
び
と
」
上

映
会
を
開
催
。
浪
岡
か
ら
も
六
名
が
参
加
し
当
時
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
．

○
下
北
支
部
で
は
十
月
四
日
の
支
部
総
会
時
会
員
に
よ
る
「
樺
太
緊

急
疎
開
引
き
揚
げ
船
第
２
新
興
丸
’
一
に
つ
い
て
体
験
報
告
を
受
け

学
習
し
ま
し
た
。

○
上
十
三
支
部
で
は
九
月
二
十
六
日
の
総
会
時
「
治
安
維
持
法
と
現

代
」
を
使
い
「
治
安
維
持
法
と
山
宣
」
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
．

○
弘
前
支
部
で
は
役
員
会
時
、
「
治
安
維
持
法
と
現
代
一
を
使
っ
て
学

習
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

１
１
４
１
■
Ⅱ
９
上
１
１
△
Ｉ
Ｑ
１
ｌ
１
ｌ
Ｏ
ｒ
６
９
Ｉ
“
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
リ
ム
ａ

〃
皮
硫
集
凄
ｉ
一
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（
三
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

川
民
主
的
・
原
則
的
な
組
織
運
営
、
支
部
活
動
の
充
実
を
め
ざ
す

①
県
本
部
は
月
二
回
の
事
務
局
会
議
、
県
本
部
理
事
会
は
二
ヶ
月
に
一

回
開
催
と
す
る
予
定
を
組
ん
で
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
や
会
長
の
体
調

も
あ
り
県
理
事
会
は
二
○
二
一
年
一
月
、
五
月
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
二
ヶ
月
の
間
を
埋
め
る
た
め
に
「
不
屈
通
信
」
を
理
事
会
前
に
送

り
会
員
拡
大
、
署
名
、
議
会
請
願
、
街
宣
、
学
習
な
ど
の
状
況
を
事
前

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②
県
本
部
の
事
務
局
体
制
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
材
さ
が
し
も
含
め

強
化
の
方
向
を
探
り
ま
す
．
「
県
版
不
屈
」
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
り

ま
す
。
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
り
同
盟
や
民
主
団
体
が
お
こ
な
う
企
画
・

行
事
な
ど
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
た
め
記
事
不
足
と
な
っ
て

い
ま
す
．
紙
面
構
成
や
会
員
の
稿
を
増
や
す
な
ど
多
く
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
同
盟
中
央
に
つ
い
て
も
二
○
二
○
年
六
月
の
中
央
理
事
会
、
二
○
二

一
年
六
月
の
全
国
大
会
は
中
止
、
二
○
二
一
年
四
月
二
十
六
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
中
央
常
任
理
事
会
が
久
々
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
も
あ
り
二
○
二
一
年
三
月
二
○
日
に
最
上
健
造
中
央
副
会

長
（
秋
田
県
本
部
会
長
）
が
来
青
し
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
ま
し
た
。

②
同
盟
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て

会
員
数

二
○
一
三
年
七
月
三
十
日
（
国
賠
同
盟
全
国
大
会
時
）
三
一
七
名

二
○
一
四
年
七
月
十
二
日
（
青
森
県
本
部
お
回
大
会
時
）
三
二
三
名

二
○
一
五
年
七
月
十
一
日
（
青
森
県
本
部
沁
回
大
会
時
）
三
四
七
名

二
○
一
六
年
七
月
三
十
日
（
青
森
県
本
部
”
回
大
会
時
）
三
六
一
名

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
「
戦
争
法
廃
止
三
憲
法
守
れ
こ
共
謀
罪
廃
止
」
な
ど
の
共
同
の
闘
い

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す

②
特
に
「
戦
争
」
「
権
力
に
よ
る
国
民
監
視
・
弾
圧
」
に
関
係
す
る
闘
い
に

つ
い
て
は
国
賠
同
盟
が
組
織
の
存
在
意
義
を
か
け
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
す
。
こ
の
闘
い
に
お
け
る
同
盟
な
ら
で
は
の
貢
献
（
「
戦
争
反

対
」
の
闘
い
に
、
よ
り
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
学
習
で
の
協
力
な

ど
）
を
検
討
し
て
い
き
ま
す

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

①
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
影
響
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
集
会
等
が
縮
小
や
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
自
公
政
権
は
国
民
生
活
破
壊
、
平
和
破
壊
の

道
を
突
き
進
み
改
憲
策
動
も
進
め
て
い
ま
す
。
自
公
政
権
、
！
の
闘

い
は
国
賠
同
盟
と
し
て
、
ま
た
地
域
で
の
同
盟
会
員
・
九
条
会
員
と

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
．

②
こ
の
間
消
費
税
、
原
発
、
年
金
、
平
和
、
憲
法
な
ど
様
々
な
集
会
・
行
事

に
同
盟
、
同
盟
会
員
と
し
て
参
加
し
協
力
・
共
同
の
闘
い
の
一
翼
を
狙

っ
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

６
、
他
団
体
と
の
協
力
・
共
同

④
治
安
維
持
法
や
国
賠
同
盟
活
動
を
紹
介
す
る
う
え
で
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
種
ま

く
人
び
と
」
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す

（
目
的
・
意
義
）

☆
「
九
条
守
れ
」
「
共
謀
罪
廃
止
」
な
ど
国
民
弾
圧
法
を
許
さ
な
い
共
同
行

動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
全
力
を
つ
く
す

☆
民
主
的
な
組
織
運
営
・
支
部
活
動
の
充
実
こ
そ
組
織
発
展
の
「
要
」

4
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同
鬮
屑

☆
「
青
壮
年
部
」
確
立
の
足
が
か
り
を

（
目
的
・
意
義
）

☆
同
盟
運
動
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、
青
年
の
「
戦
争
反
対
・
平

和
」
要
求
実
現
を
共
に

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
現
存
者
が
数
名
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
．
相
沢

良
や
小
林
多
喜
二
な
ど
当
時
生
命
を
賭
し
て
闘
い
ぬ
い
た
活
動
家
の
多

く
は
二
○
代
、
三
○
代
の
青
年
で
し
た
。
こ
の
こ
と
も
含
め
多
く
の
青

年
へ
の
呼
び
か
け
は
重
要
で
す
。
今
後
の
同
盟
を
考
え
て
も
青
年
層
と

の
対
話
、
組
織
化
は
必
須
の
課
題
で
す
。
一
歩
で
も
進
む
よ
う
対
策
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
．
現
在
青
年
部
を
組
織
し
て
い
る
の
は
高

知
・
奈
良
・
東
京
の
三
都
県
で
す
。

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
青
壮
年
会
員
の
人
数
、
所
属
な
ど
を
把
握
し
、
会
員
を
増
や
し
ま
す

②
「
青
壮
年
部
」
結
成
の
足
が
か
り
を
つ
く
り
ま
す

③
戦
争
・
平
和
・
国
民
へ
の
監
視
弾
圧
な
ど
に
つ
い
て
の
「
青
年
の
思
い

や
要
求
」
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、
共
に
実
現
を
め
ざ
す
行
動
を

め
ざ
し
ま
す

★
「
女
性
部
」
の
組
織
強
化

（
目
的
・
意
義
）

☆
戦
前
選
挙
権
も
認
め
ら
れ
ず
、
自
由
も
人
権
も
大
幅
に
制
限
、
無
視

さ
れ
抑
圧
さ
れ
た
時
代
と
、
そ
の
中
で
戦
っ
た
先
達
の
活
動
を
学

び
、
生
か
す

二
○
一
七
年
七
月
八
日
（
青
森
県
本
部
調
回
大
会
時
）
三
七
七
名

二
○
一
八
年
七
月
七
日
（
青
森
県
本
部
調
回
大
会
時
）
四
一
八
名

二
○
一
九
年
八
月
十
日
（
青
森
県
本
部
釦
回
大
会
時
）
四
四
一
名

二
○
二
○
年
七
月
十
七
日
（
青
森
県
本
部
鉦
回
大
会
時
）
四
四
九
名

こ
の
一
年
間
で
の
会
員
の
推
移
は
六
月
三
○
日
現
在
会
員
増
（
脚
）

名
、
会
員
減
（
画
）
名
と
な
り
（
７
）
名
減
で
（
岬
）
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
着
実
に
会
員
を
増
や
し
て
き
た
県
同
盟
は
残
念
な
が
ら
久
し

振
り
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
ま
し
た
。
各
支
部
の
目
標
拡
大
数
は

五
○
○
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
困
難
さ
を
踏
ま
え
つ
つ

三
八
支
部
結
成
時
の
大
奮
闘
（
経
験
・
教
訓
な
ど
）
を
あ
ら
た
め
て
学

び
直
し
着
実
に
前
進
す
る
ス
タ
イ
ル
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
県
、
支
部
で
の
原
則
的
・
民
主
的
運
営
を
進
め
ま
す

②
支
部
と
会
員
と
の
結
び
つ
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
全
力
を
あ

げ
ま
す

③
会
員
拡
大
は
組
織
の
目
的
達
成
の
大
き
な
力
・
会
員
五
○
○
名
の
足

が
か
り
を
築
き
ま
す

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
種
ま
く
人
び
と
」
を
活
用
し
小
集
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

も
上
映
会
を
進
め
ま
し
ょ
う

⑤
県
全
体
の
会
員
名
簿
管
理
を
し
ま
す
（
各
支
部
で
作
成
し
て
い
る
会

員
名
簿
を
基
本
に
）

②
国
賠
同
盟
第
訓
回
全
国
女
性
交
流
集
会
（
二
○
二
一
年
）
へ
の
取
り
組
一

み
を
強
め
全
支
部
か
ら
の
参
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
目
的
意
義
）

☆
活
動
内
容
と
財
政
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
活
動
の
多
く
を
カ
ン
パ
に

依
拠
す
る
現
状
を
少
し
で
も
改
善
し
て
い
く
道
の
追
求

－一一一一一一一一 一一一－一一一一一一一－－－－－卓 丁●一一勺一一－－ー一一一一一一÷一一一一一こ一一－一一一

一
（
一
．
一
二
年
度
の
方
針
）

①
支
部
で
の
女
性
部
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
こ
と
、
県
本
部
女
性
部
の
役

員
体
制
確
立
を
急
ぎ
ま
す
。

☆
よ
り
合
理
的
で
実
務
軽
減
に
つ
な
が
る
会
費
請
求
・
納
入
制
度
・

体
制
の
検
討

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

会
員
拡
大
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
は
入
会
後
の
集
金
体
制
、
お
金
や

帳
簿
の
管
理
体
制
の
確
立
が
重
要
で
す
．
会
員
と
の
信
頼
関
係
に
も
影
響

し
ま
す
。

①
二
三
○
名
を
擁
す
る
東
青
支
部
で
は
会
費
納
入
制
度
の
改
善
を
進
め

て
三
年
目
と
な
り
成
果
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
会

費
の
回
収
率
は
卯
％
の
到
達
「
会
費
を
集
め
る
こ
と
は
会
員
の
心
を

集
め
る
活
動
」
と
位
置
づ
け
会
員
訪
問
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
組
織

の
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
・
班
づ
く
り
が
急
務
で
す
。
ま
た
多
く
の
会
員
の

会
計
把
握
が
困
難
を
き
た
し
つ
つ
あ
る
の
も
大
き
な
問
題
と
し
て
存

在
し
、
こ
の
こ
と
が
会
員
拡
大
に
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

担
当
者
の
複
数
化
が
緊
急
の
課
題
で
す
．

②
県
、
中
央
へ
の
会
費
納
入
額
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
各
支
部
の
会
員

数
、
夫
婦
会
員
、
免
除
会
員
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
．

③
中
央
財
政
・
青
森
県
本
部
財
政
も
会
費
だ
け
で
は
組
織
活
動
は
で
き

ず
、
年
末
カ
ン
パ
を
は
じ
め
必
要
時
に
会
員
内
外
に
カ
ン
パ
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
．
し
か
し
同
盟
の
活
動
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
は
情
勢

的
に
も
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
も
会
員
の

拡
大
し
″
そ
し
て
い
ま
だ
手
を
つ
け
て
い
な
い
会
費
以
外
の
活
動
賛

助
制
度
の
開
始
を
め
ざ
し
ま
す
．

（
二
○
二
一
年
度
の
方
針
）

①
中
央
本
部
・
県
本
部
・
支
部
財
政
を
支
え
る
会
員
増
に
全
力
を
あ
げ
る

②
会
費
以
外
の
カ
ン
パ
活
動
に
つ
い
て
は
よ
り
多
く
の
会
員
・
会
員
外

の
方
に
幅
広
く
お
願
い
す
る
た
め
の
具
体
策
を
検
討
し
て
い
く

③
活
動
賛
助
制
度
の
検
討
と
具
体
的
開
始

（
二
○
二
○
年
度
の
活
動
報
告
）

青
森
県
女
性
同
盟
員
は
県
本
部
・
支
部
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
い
ま

す
．
女
性
の
組
織
率
は
ど
の
支
部
も
半
数
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

支
部
女
性
部
は
ま
だ
一
つ
も
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
本
部
女
性
部

も
役
員
体
制
が
取
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
同
盟
中
央
は
「
県
・

支
部
の
女
性
部
確
立
を
早
急
に
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て

①
女
性
部
は
、
女
性
犠
牲
者
が
治
安
維
持
法
に
よ
る
過
酷
な
弾
圧
に
抗

し
て
、
女
性
の
地
位
と
尊
厳
を
確
立
す
る
た
め
に
生
命
を
賭
し
て
闘

い
抵
抗
し
た
歴
史
を
受
け
継
い
で
い
る

②
女
性
他
団
体
と
の
交
流
に
よ
っ
て
同
盟
へ
の
理
解
と
影
響
力
を
広
げ

る
こ
と
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
女
性
会
員
の
比
率
を
高
め
組
織
化
を
目

指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

＊
二
○
二
○
年
十
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
第
帥
回
同
盟
全
国
女
性

交
流
集
会
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

＊
二
○
二
一
年
一
月
二
十
九
日
に
「
青
森
市
民
活
動
企
画
展
三
青
森
市

男
女
共
同
参
画
）
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
に
県
女
性
部

が
主
催
し
「
『
世
帯
主
制
度
』
と
男
女
平
等
を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ
で

学
習
を
開
催
．
コ
ロ
ナ
禍
の
中
東
青
支
部
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
九

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

＊
二
○
二
一
年
三
月
八
日
の
国
際
女
性
ｄ
ａ
ｙ
青
森
中
央
集
会
で
は
「
世

界
の
女
性
と
手
を
つ
な
ぎ
平
和
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
鋤
余
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
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加
代
の
教
員
に
な
り
た
て
の
頃
、

津
軽
半
島
突
端
の
小
さ
な
学
校
に

赴
任
し
た
こ
と
が
あ
る
．
臨
時
教

員
だ
っ
た
の
で
岨
月
と
い
う
年
度

途
中
か
ら
の
病
休
代
替
の
赴
任
で

あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
学
校
に

午
前
中
勤
務
し
、
午
後
か
ら
衣
類

を
詰
め
た
行
李
と
文
房
具
の
入
っ

た
段
ボ
ー
ル
箱
１
個
を
自
家
用
車

に
積
ん
で
単
身
で
宿
生
活
だ
．

初
め
て
訪
れ
た
村
の
入
り
口
が

急
に
狭
く
感
じ
て
胸
が
音
を
立
て

絵
手
紙

私
瀞
出
合
っ
た
チ
ビ
を
た
ち
：
：
：
⑬

Ⅲ
人
間
、
や
さ
し
さ
さ
え
あ
れ
ば
…
Ⅲ

中
村
修
完
學
驚
亜

柳
谷

マ
サ
子
（
む
つ
市
在
住
）

て
キ
ュ
ッ
と
な
る
寂
し
さ
を
感
じ
た
。

Ⅳ
人
の
２
年
生
の
子
ど
も
達
が

に
ぎ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
、
少
し

ほ
っ
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

中
で
も
ひ
と
き
わ
体
が
小
さ
く
、

っ
ぶ
ら
な
瞳
を
精
い
っ
ぱ
い
の
眼

差
し
で
私
に
向
け
て
く
れ
る
少
女

が
い
た
。
豆
太
だ
。

豆
太
と
は
、
の
ち
に
私
が
呼
ん

だ
愛
称
だ
。
少
女
の
名
は
、
ル
ミ

子
。
時
は
冬
将
軍
が
荒
れ
狂
う
寒

さ
の
絶
頂
期
。
と
り
わ
け
、
津
軽

半
島
の
海
風
半
端
で
は
な
い
。
豆

風
半
端
で
は
な
い
。
豆

太
は
、
頬
を
真
っ
赤
に

染
め
、
驚
く
こ
と
に
学

区
の
一
番
遠
距
離
か
ら

鋤
～
釦
分
か
け
て
、
一

人
で
通
学
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

豆
太
と
一
緒
に
〃
通

学
路
〃
を
辿
っ
て
豆
太

の
自
宅
へ
歩
く
こ
と
に

な
っ
た
。
「
こ
ん
な
に

体
の
小
さ
な
女
の
子
が
、

一
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ど
の
よ
う
に
し
て
一
日
も
休
む
こ

と
な
く
通
学
で
き
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
」
私
の
疑
問
は
、
じ
っ
と
し

て
い
て
は
解
消
さ
れ
な
い
衝
動
に

駆
ら
れ
て
い
た
。
よ
り
に
よ
っ
て
、

選
ん
だ
日
は
、
屈
指
の
猛
吹
雪
の

日
だ
っ
た
。
腰
き
り
の
雪
深
い
山

育
ち
の
私
だ
っ
た
が
、
凍
て
つ
く

海
か
ら
の
風
を
体
験
し
た
の
は
初

め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

〃
通
学
路
″
な
ど
と
い
う
生
易

し
い
も
の
で
は
な
い
。
全
行
程
海

沿
い
の
道
路
の
た
め
、
容
赦
な
く

波
し
ぶ
き
が
襲
い
掛
か
り
、
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
海
岸
へ
転
落
し
そ
う

な
箇
所
が
連
続
す
る
．
「
セ
ン
セ
イ
ー

大
丈
夫
？
」
何
度
も
豆
太
か
ら
励

ま
し
の
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。

件
の
難
所
に
指
し
か
か
っ
た
時
「
セ

ン
セ
イ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
一

と
、
足
止
め
を
さ
れ
た
。
目
の
前

の
〃
通
学
路
〃
に
大
波
が
押
し
寄

せ
て
は
引
く
。
何
度
目
か
の
瞬
間

「
今
だ
よ
、
セ
ン
セ
イ
！
」
と
、
豆

太
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
。
そ
の
俊
敏
な

動
き
に
私
は
遅
れ
を
取
り
、
波
し

ぶ
き
の
攻
撃
に
見
舞
わ
れ
た
。

縁
あ
っ
て
私
は
、
臨
時
職
員
と

し
て
は
異
例
の
一
年
間
を
豆
太
ら

と
と
も
に
過
ご
し
た
。
夏
の
穏
や

一一一一一一
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か
な
日
な
ど
に
も
豆
太
と
と
も
に

〃
通
学
路
〃
を
歩
い
た
。
父
と
と

も
に
漁
業
を
営
む
豆
太
の
母
は
、

海
沿
い
の
入
り
江
の
上
で
猫
の
額

ほ
ど
の
畑
も
耕
し
て
い
た
。
豆
太

と
違
っ
て
、
骨
太
で
た
く
ま
し
い
。

何
度
目
か
で
よ
う
や
く
豆
太
の
強

さ
が
分
か
っ
た
．
母
の
生
き
る
姿

を
豆
太
が
写
し
撮
っ
て
い
る
の
だ

，
』
」
。

実
は
、
私
が
豆
太
と
愛
称
し
た

の
は
こ
の
時
か
ら
だ
っ
た
．
物
語

絵
本
『
モ
チ
モ
チ
の
木
』
に
登
場

す
る
主
人
公
が
豆
太
で
あ
っ
た
。

山
奥
に
木
こ
り
の
じ
さ
ま
と
二
人

暮
ら
し
．
臆
病
者
で
夜
に
は
必
ず

「
じ
さ
ま
ァ
・
一
と
呼
ん
で
、
じ
さ
ま

の
助
け
を
借
り
て
小
便
を
放
つ
少

年
だ
。
あ
る
時
、
腹
痛
を
起
こ
し

て
苦
し
む
じ
さ
ま
を
助
け
た
い
一

心
で
里
の
医
者
様
ま
で
真
っ
暗
闇

の
山
道
を
走
り
抜
く
。
「
自
分
で

自
分
を
弱
虫
だ
な
ん
て
思
う
な
。

人
間
、
や
さ
し
さ
さ
え
あ
れ
ば
、

や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ね
え
こ
と
は
、

き
っ
と
や
る
も
ん
だ
。
一
と
、
じ
さ

ま
が
諭
す
。

ル
ミ
子
の
芯
の
強
さ
は
、
や
さ

し
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
な
の

だ
ろ
う
。


